
の
碑
の
信
仰
の
磨
き
を
知
る
こ
だ
が
出
来
る
｡
従
っ
て
こ
の
地
今
も
猶
敬
碑
の
風
が
厚
-
.
汚
磯
を
忌
む
二
だ
獅
平

安
朝
時
代
.1J
異
な
ら
ず
.

そ
の
た
め
に
村
人
の
産
を
す
る
た
め
の
.
藁
小
屋
の
簡
単
な
産
屋
が
あ
る
｡
こ
れ
は
欝
翫

三
方
郡
の
田
島
や
越
前
敦
賀
の
常
官
等
に
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
｡
せ
い
信
仰
の
故
郷
で
あ
る
ど
い
つ
て
よ
い
｡

高
原
の
陸t
で
あ
っ
て
牧
の
鹿
か
っ
た
問
で
あ
る
か
ら
'
か
や
-
に
今
日
も
井
波
牛
の
本
場
だ
し
て
の
飴
膏
を
ど
ゞ

め
る
が
'
馬
の
方
は
粂
-
な
-
な
っ
た
程
の
現
状
で
あ
る
｡
し
か
し
民
声
に
は
必
や
馬
屋
が
棟
の
申

ニ
ヮ
の
横
に
つ

い
て
ゐ
る
｡
ク
マ
ヤ
ビ
い
っ
て
決
し
て
牛
や
}J
い
は
ね
虞
に
'
さ
-
し
た
牧
馬
の
古
さ
が
伺
は
れ
る
で
は
な
い
か
C.

以
上
略
叙
す
る
こ
亡
に
よ
っ
て
'
丹
波
の
牧
畜
の
過
去
を
稲
原
し
得
た
こ
だ
～
し
て
､
予
は
筆
を
改
め
て
i=
代
の

農
業
産
活
を
の
べ
て
児
ほ
い
が
'
し
か
し
之
を
避
ぶ
る
に
光
た
ち
て

二
百
森
林
閉
ざ
し
て
の
丹
波
の
木
材
生
業
に
つ

い
て
の
過
去
を
の
ペ
て
お
き
た
い
｡

(
求
完
)

済

州

島

ア

ル

カ

リ

岩

石

(像
報
英
二
)

原

口

九

寓

西
蹄
浦
は
本
島
南
面
の
名
且
で
あ

-
､
且
っ
無
二
の
良
朝
地
で
あ
っ
て
'
其
の
近
海
は
水
産
に
富
み
'
特
に
鯛
他

の
虞
を
以
て
著
名
で
あ
る
が
'
吾
人
の
興
味
を
威
せ
る
も
の
は
寮
ろ
其
の
永

山
地
方
特
有
の
諸
種
の
最
観
を
鼻
す
る

こ
己
で
あ
る
｡
酉
韓
浦
且
に
立
っ
て
南
望
す
れ
ば
､
弧
状
の
茅
島

｡
虎
島
や
鐘
状
の
森
島

｡
蚊
島
等
の
島
峡
が
碁
布

L
F
更
に
瞳
を
兼
に
晒
す
れ
ば
海
岸
線
に
沿
う
て
美
し
い
小
圃
錐
火
山
の
弧
村
岳
や
海
蝕
を
-
け
て
山
容
が
大
破
し

研
州
･i
?
ア
ル
カ

リ
射
石

〓
]

二
七



也

約
十

1
位

鳴
二
班

-1-一一一一

固 節

食 雷 管 丹

山 4it__磯̂二it.㍗ .;＼

巴芦ESi

._三二一･一一::1:･:7-/

望 四 り £ 里 弟 飽

て
､
億
に
其
の

小
部
分
の
形
骸
を
磯
存
し
て
ゐ
る

窮

扇

ム
(
認

諾

硝
錆

諾

S

.1)
が

掘
起

し
て
ゐ

る
｡
叉
酉
方
の
三
振
峰
は
カ
ル
デ

ラ
(嘗
火
口
)
を

有
し
､
其
の
中
に
三
つ
の
小
固
丘
が
新
に
任
じ
て

二
要
式
火
山
の
好
筒
の
模
型
で
あ
る
｡
其
の
カ
ル

女
イ
ブ

デ

ラ
は
此
の
地
方
に
於
で
は
大

杏

だ
精
し
.
約
十

町
歩
の
大
さ
を
有
し
各
部
水
田
ど
な
っ
て
ゐ
る
0

其
の
中
に
は
十
数
の
鹿
家
が
あ
っ
て
'
此
の
胴
蹄

し
た
天
地
に
安
泰
な
蓮
沼
を
営
ん
で
ゐ
る
｡
海
岸

は
概
ね
三
四
十
米
の
断
崖
を
な
し
p
之
に
注
ぐ
水

流
が
白
布
を
懸
け
る
奇
観
を
量
し
て
ゐ
る
｡
是
等

の
風
景
は
火
山
地
方
に
於
て
の
み
鬼
ら
る
ゝ
も
の

で
あ
る
｡
酋
蹄
浦
の
絶
食
は
到
底
よ
-
文
詞
で
誼

す
こ
と
が
出
水
な
い
が
.
其
の
附
近
に
新
森
せ
る

森
島
｡蚊
島
｡成
島

･
寺
岳

｡
狐
村
番
等
が
ア
ル
カ

圃 二 筋
虎

.ー_慮銀

閣 三 第

リ
粗
面
贋
の
岩
石
よ
-
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
こ
亡
.
及
び
酉
蹄
浦
が
粗
面
贋
安
山
岩
よ

-
成
れ
る
熔
岩
姦
地
上
に
あ

る
こ
ど
は
.
火
山
撃
上
並
に
岩
石
撃
上
見
張
す

べ
か
ら

ざ
る
こ
AfJ
で
あ
る
｡



三
､
森

島

熔

岩

基
に
森
島
路
岩
ビ
い
ふ
は
森
島
を
初
め
､
放
鳥
p
成
島
.
狐
村
魯
及
び
寺
岳
を
構
成
し
'
鐘
状
火
山
を
成
す
岩
石
で

あ
る
.
挟
馨
岩
ビ
山
原
岩
己
の
中
間
の
組
成
を
有
し
､
外
観
次
白
線
色
を
墨
し
､
撤
密
な
岩
石
で
あ
る
.
鋸
下
で
は

瓦
に
絡
合
っ
た
斜
長
石
外
套
を
有
す
る
ア
ル
カ

タ
長
石
だ
'
斜
長
石
斑
晶
で
外
皮

にア
ル
カ
-
長
石
を

有
す
る
も
の

ど
あ
る
O
其
の
斜
長
石
は
ア
ル
バ
イ
ト
究
片
壁
晶
.
ぺ

-
ク

タ
ン
隻
品
を
量
し
.
封
栴
消
光
角

16
0
で
A
b60A
n台
の

アン
Tp
シ
ン

成
分
の
安

長

石

に

相
常
し
光
単
性
'
正
t
で
あ
る
｡
外
皮
を
な
す
ア
ル
カ
リ
長
石
は
光
軸
角
'
五
十
度
'
屈
折
率
は

a
-
)
.5
2
3

P
I
t
.5
2
8
T

-

i
,･5
2
9

で
あ
る
｡

石
基
を
構
成
す
る
ア
ル
カ
リ
長
石
に
は

固
形
を
な
す
も
の
ど
'
卓
子
状
を
な
す
も
の
ど
の
二
種
が
あ
る
｡
其
の
他
石

基
中
に
は
淡
故
色
の
ヱ
ヂ
リ
ン
輝
石
､
磯
城
錬
及
び
燐
衣
石
が
春
す
る
｡
(
此
憲
二
'
六
四
三
)

化

撃

成

分

鮎
1
･
-6

0
･
-7

8
･
12

2
･
｡8

2
▲
14

M

o
･
｡6

3
･
-1

6
･

蛋

6

1

政界ノJL'J･

石 英 2.55 Si02

正長石 27.13 TiO2
A120L,.

FeL'03

FeO

管長石 51.40

次長石 8.56

泣輝石 4.56 MnO

磁賊鎖 303 MgO
CaO

Na.70

Ⅰく皇0 4.95

P曳05 0.23

チ如 鉛倣0.70

燐次石 0,50

水 1.75

食言r 99.72 HBOaLll

H130>1

S Trace

Total loo.47

節
州
抱
ア
ル

カ

-
,=f.;
石



塊

節
十

令

節

班

○

管

二 J ′- 了

10.2
⊥霊

ヒ6.59

団 四 第

蜜

む 望 7&岩 秀 角 り エ方 釆

∴ ClassI.

i -0.03

∴ 01der6

K20′+N,1.,0′- JJ-.･･.･･▼･･一･.
CaO/

∴ Rang2

=0.54
K20′
Na20′

∴ Subl･an84

四
'

角

秀

岩

鍛

岩

カ
ク
ス
-
ア
ン

間
蹄
浦
よ
り
約

1
旦
西
北
角

秀

岩

だ

栴
す
る
小
岳
が
あ
る
｡
玄
武
岩
の
轟
地

中
に
陀
立
し
て
屠
っ
て
'
遠
望
し
て
も
其
の
著
し
-
淀
蝕
さ
れ
た
形
貌
か
ら

粗
面
質
の
岩
石
よ
-
構
成
さ
れ
て
居
る
こ
だ
が
判
然

ビ敵
め
ら
れ
る
｡
酸
性

度
か
ら
言

へ
ば
川
密

石
に
次
げ
る
岩
石
で
あ
っ
て
､外
観
は
練
衣
色
藍

重
し
'

性
讐

撤
密
､槍
鋸
す
れ
ば
絡
食
っ
た
外
皮
に
斜
長
石
を
有
す
る
正
長
石
だ
,

稀
に
斑
晶
ビ
し
て
斜
長
石
が
あ
る
.

斜
長
石
は
封
柄
滑
光
角
二
十
四
度
で
成

分

An

8uA
b
50に
該
曹
す
る
安
長
石
-

投
長
石

(
A
n
d
esin
e･1ab
r
adorite
)
で

ぁ
る
.
石
基
に
洗
練
褐
色
の
透
輝
石

だ
淡
線
色
の
エ
デ
リ

ン
輝
石
の
こ
種
が

あ
う
ー
磁
銭
錬
及
び
燐
友
石
も
多
い
｡

比
重

二
｡六
三
七



化

撃

分

析

票

｡
･
-3

崇

は

M

-
･
-2

-
･
94

-
･
｡4

は

ば

農

芸

｡
･
6｡

｡

i.･
E
:

i
.

.3

.･
iJ
g
･
川

ff
･5
.
.I=.
…

E

,̂

…

=
.
HヨOa1110｡

H20>1108

6799a相川L0
T

換辞ノJレム

石 英 0.60

正長石 17.79

習長石 50･30

次長石 14.90

鋼 玉 2.96

紫搬輝石 4.09

磁銭焼 5.10

チ タン拙く班1.83

燐灰石 1.80

凪信子焼 0.12

水 0.83

虐･ 計 100.38

= 6.31
Sat
拓 蒜

∴ ClassII.

I= 0.007Q育
∴ Order5

K20′+Na20′
CaO′

=2.66

∴ Rang2

a -033

∴ Subrang4

該
岩
石
に
於
て
碁
士
の
盈
特
に
多
-
'
鋼
玉
の
成
分
を
占
む

る
の
は
風
化
作
用
を
-
け
て
屠
っ
て
試
料
の
新
鮮
L･i
る

も
の
を
得
る
こ
だ
が
相
楽
な
か
っ
た
姉
弟
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
｡

本
岩
は
化
撃
成
分
上
粗
面
岩
ビ
す
る
よ
-
も
親
而
質
安
山
岩
の
方
が
妥
常
で
あ
る
｡

五
'
酋

蹄

浦

鋳

岩

本
岩
は
粗
而
貿
安
山
岩
に
威
し
､
蘭
蹄
浦
南
側
海
岸
の
慮
々
及
び
瑛
蟹
山
腹
の
新
谷
の
間
にこ
露
出
し
て
居
る
.3
其
の

特
性
は
鹿
汎
な
地
域
に
勝
流
し
た
燭
其
の
流
動
性
を
著
し
-
噂
し
て
､
玄
武
岩
の
如
-
熔
岩
基
地
を
形
成
し
た
こ
f̂J

だ
'
火
山
雅
を
構
成
し
な
か
っ
た
こ
ビ
ビ
で
あ
る
｡
外
観
倣
紅
色
､
敵
密
､
細
砂
質
を
量
し
､
粧
状
節
理
が
駿
達
し

で
居
る

0鏡
下
で
は
流
状
組
織

(
D

ote.ritic
s
t

ructu
re
)
を
な
し
､
長
石
に
は
正
長
石
の
斜
長
石
外
套
を
有
す
る
も

訴
州
良
ア
ル
カ
-
滑
石

〓妃

71H



地

球

節
十

1
番

笹

一

班

二
光

三
二

の
が
普
通
で
あ
っ
て
､
稀
に
斜
長
石
斑
晶
が
あ
る
｡

斜
長
石
は
ア
ル
バ
イ
ト
栄
片
饗
晶
､
ペ
グ
ク
リ
ン
墜
晶
壁

不
仁

其
の
成
分
は

A
n5,
A
bSO
の
安
長
石
-
捷
長
石

へAndesi
neLablado
rite
)
に
該
皆
L
t
包
夏
物
!̂J
L
で
透
輝
石

.

磁
銭
蝕
及
び
隣
次
石
を
有
す
る
｡
擾
輝
石
は
淡
黄
練
色
を
遷
し

､
光
撃
性
正
､
消
光
角

4
1.(
C
>
Z
)

石
基
は
章
子
状
の
正
長
石
.
達
輝
石
､
磁
戴
鋭
､
燐
次
石
及
び
楯
擬
石
等
よ
-
成
る
13
此
重

二
エ
ハ
六
七

化

撃

分

析

笠

慧

-
･
-5

-
･
｡9

-
･

57

｡
,
18

｡
･
｡9

認

諾

崇

nil

I

oa
.

m
E
oM
.･
oEe｡

芸

M∩｡

誌

慧

of
的

oa

4999atOT

救妹ノ′L,･h

石 英 0.50

1に長石 20,02

闇長石 33.01

次長石 23.91

透輝石 5.66

柴鯨輝石 9.84

磁践硯 3.74

チタン城頭 2.28

燐光石 0.62

鞍糊/娩 0.20

水 0.37

食･計 99.70

Sal
- L-3.49
illem

∴ CIEISS.ⅠⅠ.

♀幸 0
/. Orders

K20′+Nn20′
′CaO′

こ 1.15

∴ RarLg3

≡0.57
KO'
NかO'

∴ Subl･ang4

六
'
結

晶

析

出

順

序

上
記
粗
而
岩
及
び
粗
面
貿
安
山
岩
の
結
晶
析
出
順
序
を
組
宿
し
て
.
其
の
結
晶
形
及
び
包
衷
物
ÎJ
の
閥
係
よ
-
次
の

結
論
を
得
る
｡
先
づ
最
初
に
析
出
し
た
も
の
は
磁
蛾
強
で
あ
っ
て
殆
ざ
他
の
鋭
物
中
に
包
衷
せ
ら
れ
'
然
も
石
基
構

成
時
代
に
至
る
も
其
の
結
晶
を
見
る
､
農
本
鋸
は
最
初
に
晶
出
し
初
め
､
路
岩
の
凝
固
す
る
迄
析
出
作
用
を
般
縛
し



た
こ
芸

意
味
す
る
｡

聖

に
燐
-

ほ
他
の
騎
物
中
に
包
蔵
せ
ら
る
0
-

に
-

分
霊

す
票

及
び
輝
岩
が

析
出
し
､
後
者
は
漂

雷

管

､
前
者
は
初
芸

票

(A
n

le
s
in
e

)
-

出
し
､
漸
次
酸
性
の
斜
票

に
移
-

次
い
で
ア

ルカリ票
が
析
出
し
､
其
の
-

分
に
富
め
る
も
の
よ
-
加
芸

に
留
め
る
-
の
に
鳴
移
し
た
0

こ
の

事
質
は
斜
票

斑
晶
の
外
警

ア

ルカ-岩
窟

す
る
こ
-

ら
蓋

し
管

れ
る
.
又
石
基
中
の
ア

ルカ墓

石
に
斜
長
石
の
外
皮
窟

す
る
も
の
が
あ
っ
て
表

芸

の
晶
出
が
有
蓋

成
期
迄
讐

し
て
屠
た
こ

妄
不
し
､

此の晒移
が
非
常
に
急
激
に
行
は
れ
p
讐

て
館
岩
の
-

速
度
が
甚
芸

で
あ
っ
た
も
の
嘉

へ
ら
れ
る
○

ユ
ダ

元 城 噸 I a

燐 皮 層

嘘胡 石

食斗良 市 ド
7'ILか)髄

エ-r.Li'輝 石

聯
州
砧
ア
ル

カ
-
射
石

リ
蒜

石
は
石
基
中
に
出
で
て
p
透
輝
石
昔

も
遅
れ
て
晶
出
し
た
-
の

で
あ
る
｡
其
の
管

罪

出
順
序
の
踊
擁
壁

等

ば
第
五
閲
の
通
-
で
あ
る

七
､
三
角
座
標
孟

石
堤
分

化
曲
線
固

私
は
今
鱗
州
島
の
ア
ル

カ
品
面
岩

晶

面
質
安
山
岩

竺
部
に
就

い
て

其
の
化
撃
成
分
の
研
究
を
し
た

の

み

で
あ
る
0
装

雷

管

の
粗
面

質
安

黒

石
及

び
孟

岩
の
選

的
性
質
の
研
究
を
な
し
之
窒

角
座
標

(
T
ril
n
音

r･
d
ia
g
-a
m
)

ビ
岩
壁
分
化
曲
線
固

(V
ariatio
n
･d
iag
ram
)上

に
描
き
P

十
分
に
各
飴
岩
の
蹴
係
を
究
め
る
つ
も
-

あ
る
○
翻

っ
て
苗

に
其
竺

斑
で
あ
る
粗
暫

晋

粗
面
質
安
建

言

に
就
い
て
遊

べ
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島
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国
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朝
鮮
に
産
出
す
る
粗
田
岩
及
び
之
に
顛
似
せ
る
岩

石
だ
を
三
角
犀
樺
上
に
描
き
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
〇
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園
の
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故
の
散
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岩
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蹄
州
砧
ア
ル
カ
リ
労
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岩
曲
東
分
化
線
を
捕
-
た
め
に
横
軸
の
方
向
に
珪

酸
の
頚
畳
官
分
此
の
伍
を
E
C
.
縦
軸
の
方
向
に

他

の造
岩
鋸
物
の
化
撃
成
分
比
の
値
な
ど
つ
て
.

其
の
閥
係
を
見
れ
ば
'
1
の
漢
撃
山
粗
面
岩
ĴJ
4

二
ル
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地

琉

妨
十

1
懸

軍

7･=%

三

三

六

の
粗
面
磐
安
山
岩

に宰心
小
さ

い
範

囲

に

於
て
は
指
薯
な
弊
化
を
絡
め
る
こ
E
は
出
凍
な
い

が
.

大
槽
に
於
で
酸
性

に
富

む
に
絞
っ
て
p
蝕

､石衣
､
苦

土
は
減
少
し
､
ア
ル

カ
リ
は
相
加
す
る
傾
向
を
縛
っ
て
ゐ
る

こ
だ
が
粧
意
さ
れ

る
｡

h蜘 崎守

節A

僻 句
中 hl出

八
㌧
鋳
岩
の
比
重

第
八
同
は
各
熔
岩
の
比
重
を
噴
出
順
序
に
配
列
し
た
も

の
で
､
略
ー粗
面
岩
は
二
･六

〇
-
二

｡
七

〇
､
粗
面
肇

安
山
岩
は
二
｡七

〇
1
二
｡八
五
.
玄
武
岩
は
二
･
八
五

-
二
｡九

〇
の
間
に
位
す
る
.

此
重
よ
-
上
記

聖
二
種

の
岩
石
が
剖
然
ビ
匿
別
せ
ら
る
｡
第
九
閲
は
舘
岩
の
比

韮

t̂J
珪
酸
泉
だ
を
比
較
し
た
も
の
で
､
間
に
示
す
様
な

曲
線
ど
な
る
｡
(
5

)
は
試
料
の
t岩
石
が
風
化
し
て
ゐ
る

馬
之
を
棄
却
し
だ
の
で
あ
る
0
第
入
園
は
野
外
で
観
察

し
た
各
館
岩
の
噴
出
順
序
だ
比
重
だ
が
略

｢
致
す
る
こ

ど
な
立
諾
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
節
九
閲
は
比
重
は
､
珪

酸
の
分
畳
の
槍
加
す
る
に
従
っ
て

一
定
の
割
合
で
漸
次

に
減
少
す
る
こ
亡
を
衷
は
し
た
も
の
で
あ
る
私
は
比
嘉

測
定
に
は
'
野
外
で
観
察
し
た
量
れ
る
約
二
十
園
の
飴

雷

岩
に
就

い
て
p
比
重
瓶
を
使
用
し
て
嚇
氏
十
七
比
率
の
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粗
度
の
下
で
'
小
数
鮎
以
下
第
三
位

迄

精

測

し

た
O
此
の
方
法
に
於
て
最
も
困
難
な
鮎
は
､
賓
瀞

の
操
作
よ
-
も
等
ろ
野
外

に於
て
新
鮮
な
試
料
を

得
る
こ
と
に
あ
る
｡

九
'
ア
ル
カ
-
岩
石
の
分
布
AIJ
生
成

本
島
に
露
出
せ
る
ア
ル
カ

リ
岩
石
を
分
類
す
れ

ば
次
の
六
種
に
分
類
せ
ら
る

｡
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拠
寮
山
ア
ル

カ
リ
粗
:所
潜
､
聞

赦
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ア
ル
カ
-
糾
問
岩
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ア
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ア
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カ
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妾
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､
凧

職
安
幻
γ
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カ
-
粗
:-;
筑
安
山
岩
t
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.
^

田
鰐
浦

ア
ル
カ
-
粗
開
封
安
山
対

義
等
の
岩
布
の
分
布
の
状
態
を
概
容
表
は
し
た

の
が
窮
十
間
で
あ
る
｡

敢
後
に
本
文
を
柿
ぶ
に
皆

っ
て
､
本
岩
の
生
成

の
歴
史
を
簡
胆
に
述

べ
る
こ
4,,J
ビ
す
る
｡

終
州
火
山
砧
の
基
盤
を
成
す
も
の
は
.
後
期
第
三
紀
厨
で
あ
る
｡
其
の
層
中
に
来
社
せ
る
月
化
石
の
研
究
に
よ
れ
ば

武
減
野
暦
に
謁
薗
L
P
中
部
乃
至
下
部
鮮
新
世
で
あ
る

｡
此
の
静
中
に
数
多
の
玄
武
岩
磯
を
爽
有
L
t
火
山
活
動
は

既
に
此
時
期
よ
り
始
ま
つ
柁
こ
ビ
堅

不
し
.
初
め
は
玄
武
岩
を
溢
流
し
た
｡
次
で
鉾
岩
の
性
質
は
酸
性
に
鍵
じ
ア
ル

折
州
枯

ア

ル

カ
-
I:G
ホ
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約
十

叫
態

筋
こ
挑

三
二

三
八

カ
リ
粗
面
岩
を
噴
起
し
蒋
び
鰻
品
性
に
か

へ
b
t
有
史
時
代
に
於

て
も
玄
武
岩
の
噴
流
が
あ
っ
た
｡
此
間
に
放
け
る
各
館
岩
の
噴
出

順
序
に
就
い
て
は
疑
問
な
鮎
も
あ
っ
て
何
れ
精
査
し
た
上
'
他
の

磯
骨

で
述

べ
る
稀

h
で
あ
る
O
火
山
岩
の
噴
出
が
酒
州
島
の
場
合

だ
全
-
同
じ
手
械
き
な
ど
る
例
静
は
世
非
各
地
の
著
名
な
火
山
地

方
に
於
て
屡
見
る
こ
だ
が
出
凍
る
｡
即
ち

A
s
c
e
n
s
i
on
Island,

V

e
i
a
y

,
C
a
n

ta
l,
S
kyel
W
e
s
t
e
r
w
a

td
】
S
a
n
h
ll
ti
,
S

om
a1i
L
a

ndu

M
ad
agascar
,
V
ic
t
oria
(A
ustrali
a)
等
は
何
れ
も
最
初
だ
最
終

に
玄
武
岩
を
温
流
し
其
の
中
間
に
粗
面
岩
を
噴
出
し
た
の
で
あ
る

ア

ル
カ

リ
岩
石
の
分
布
を
見
る
に
第
十
田
上
に
示
し
た
如
-
｡
Ⅰ

及
び
H
の
裂
櫨
噴
出
線
の
春
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡
1
は
本

島
の
東
端
に
横
は
れ
る
牛
島
の
牛
頭
山
よ
り
初
よ
-
.
.t中
央
の
主

峰
挟
撃
山
頂
を
過
ぎ
'
西
端
の
逓
鍵
島
に
通
や
る
地
粛
線
で
あ
っ

て
'
本
島
の
略
摘
固
形
に
近
い
形
の
長
程
の
方
向
に
相
督
す
る
も

の
も
り
で
あ
る
｡
此
の
裂
櫨
線
は
挟
撃
岩
の
境
遇
に
輿

-
､
叉
を

丁
掛

れ
よ
-
後
期
の
玄
武
岩
放
出
時
期
に
も
情
動
し
た
も
の
で
あ
る
｡

之
れ
は
本
島
の
火
山
活
動
を
論
す
る
上
に
於
て
最
も
霊
要
な
る
火
山
地
質
構
造
線
(V
o
i
c

an?
tec
tonic
tine
)
で
あ
る

Hhl
は
Ⅰ
に
略
平
行
し
て
閥
海
岸
線
に
櫓
ひ
東
､
狐
村
番
､
寺
缶
.森
島
よ
-
蚊
島
､虎
島
を
経
て

p酉
月
羅
山
､山
原
山
簡



山
に
迫
す
る
裂
櫨
組
で
あ
っ
て
､
其
の
線
上
に
森
島
舘
岩
及
び
山
鼻
岩
の
噴
出
が
あ
る
｡
熟
し
て
是
等
の
ア
ル
カ

-

粗
面
岩
は
Ⅰ
及
び
H
の
裂
植
線
上
の
錫
魔
を
破
っ
て
噴
起
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
其
の
鎗
岩
が
粘
性
に
富
め
る
た

め

或
は
同
項
丘
(
D
om
e
)
を
な
し
或
は
尖
園
錐
丘
(
K
eg
e
t)
を
な
し
て
屠
る
も
の
ゼ
惟
ふ
｡(
克
)

(
昭
和
三
年
十
二
月
廿
六
日
柄
)

漏

洩

の

地

理

学

界

(
臥
)

一〇
'
ハ
ン
ブ

ル
ク
大
軍

伯
林

滞在
は
一
ヶ
年
飴
に
及
ん

だが
'
伯
林
天
壌
で

の
聴
講
に
寸
暇
な
き
薦
め
'
此
故

的旅
行
も
出
来
ず
､

ハ
ン
ブ
ル
グ
の
如
き
'
弼
泡
の
大
確
た
る
の
み
な
ら
や

世

界
の
大

港
で
も
あ
り
､
又
附
近
に
は
有
名
な
キ
ー

〝

も
あ
-
'
是
非
親
察
し
な
け
れ
ば
L･4
ら
ね
だ
皿
い
な

が

紅
も
.
蕗
に
其
の
磯
を
得
な
か
っ
た
｡
恰
も
知
人
が
遠

-
海
外
に
出
か
け
る
竺

芯
ふ
の
で
'
見
迭
も
を
兼
ね
､

ハ
ン
ブ
ル
ク
を
観
察
し
た
､
大
豊
を
訪
問
し
た
の
も
此

の

時
で
あ

る
0

漢
鋸
大
嬰
に
で
は
'
地
理
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

S
e
mi
n
a
r

弼
池
の
地
排
嘩
卯

寺

田

貞

爽

F
dr
G
e
o
g
rap
h
ie
は
別
に
蓮
て
ら
れ
て
居
る
'本
館
の

北
町
飴
の
彪

R
othe
nb
au
m
C
h
aus
ee(
2
)
)縛
に
位
し

て
居
る
､
常
逸
民
屋

ビ
軒
を
並

べ
た
る
三
階
造
の
放
物

で
街
路
か
ら

少
許
の
庭
を
以
て
二
三
老
樹
の
陰
静
か
に

立
て
居
る
｡

階
下
は
数
撃
科
教
室
階
上
が
地
糊
にこ
充
て
ら
れ
て
屠

る
｡
主
任
は
S
e
ag
fried
P
a
SSarg
e
致
接
で
'
助
手
に

H
e!m
u
th
K

an
ter
氏
が
居
た
.

教
授
は
ケ
-

エ
ク
ス

ベ

ル
ク
の
人

一
八
六
七
年
の
生
れ
(
慶
庵
三
年
)最
初
俸

術

を
撃
び
､
カ
メ
ル
ン
､南
阿
'
べ
ネ
ジ
エ
ラ
等
を
旅
行

L
t
リ
ヒ
ト
ホ
I
へ
ン
の
好
饗
を
受
け
て
地
理
塾
を
究
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